
     
 

農
林
水
産
省
主
催
の
第
６
回
「
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
農
山
漁
村(

む
ら)

の
宝
」
応
募
総

数
九
百
三
十
一
件
の
中
か
ら
三
十
一
地

区(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
十
六
地
区
、ビ
ジ

ネ
ス
部
門
十
五
地
区)

お
よ
び
個
人
五
名

が
選
定
さ
れ
た
。 

 
 

    

  

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
は
棚
田
で
の

米
作
り
だ
け
で
な
く
「
四
谷
の
千
枚
田
」

を
地
域
の
宝
と
位
置
付
け(

中
核)

、
連
谷

地
域
住
民
と
も
ど
も
住
環
境
整
備
や
各

種
活
動
、
他
の
団
体
を
交
え
た
地
域
振
興

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
展
開
が
評
価
さ
れ
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
」
に
選
定
さ
れ
た
。 

 

選
定
受
賞
式
は
十
二
月
三
日
、
首
相
官

邸
で
行
わ
れ
小
山
舜
二
と
松
下 

誠 

が

出
席
し
た
。
特
に
嬉
し
か
っ
た
の
は
交
流

会
に
お
い
て
昨
年
、
棚
田P

T

の
座
長
で

あ
っ
た
江
藤 

拓 

農
林
水
産
大
臣
と
「
そ

の
節
は…

」
棚
田
地
域
振
興
法
案
作
り
に

電
話
対
応
し
た
り
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
中
山
間
直
接
支
払
制
度
の
「
し

ば
り
」
が
あ
ま
り
に
も
き
つ
く
、
緩
和
を

お
願
い
も
し
た
。
今
回
成
立
し
た
「
棚
田

地
域
振
興
法
」
に
お
い
て
そ
の
し
ば
り
が

か
な
り
緩
く
な
っ
た
。
等
々
の
お
話
し
の

最
中
、
菅
官
房
長
官
も
席
に
訪
れ
、
今
回

の
「
棚
田
地
域
振
興
法
」
は
江
藤
大
臣
の

棚
田
へ
の
愛
着
と
熱
意
で
成
立
し
た
。
ま

た
、
農
水
に
限
ら
ず
他
省
庁
と
も
力
を
合

わ
せ
た
支
援
の
方
向
で
あ
る
。
安
倍
首
相

と
記
念
撮
影
の
お
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
見
な

が
ら
「
私
の
故
郷
、
山
口
県
に
も
棚
田
が

あ
る
。
条
件
は
厳
し
い
が
、
圧
巻
だ
、
こ

こ
の
棚
田(

四
谷
の
千
枚
田)

も
大
変
だ
ろ

う
ね…

」
と
優
し
く
お
声
を
か
け
ら
れ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
。 

 

東
海
農
政
局 

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農

山
漁
村(

む
ら)

の
宝
選
定 

 

十
二
月
十
二
日
、
千
枚
田
を
一
望
す
る

身
平
橋
集
会
場
で
農
政
局
橋
本
政
樹
次

長
さ
ん
か
ら
選
定
証
を
授
与
。
授
与
式
に

は
局
を
は
じ
め
愛
知
県
農
地
計
画
課
、
新

城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
、
新
城
市
役
所

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
が
列
席
、
出

席
し
た
保
存
会
に
お
祝
い
の
拍
手
を
戴

い
た
。 

               

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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農
水
省 
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カ
バ
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農
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漁
村(

む
ら)
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収
穫
感
謝
蔡 

 
十
二
月
八
日
、
保
存
会
は
地
域
の
方
々
、

棚
田
っ
娘
、
ふ
る
さ
と
指
導
員
の
協
力
を

得
て
～
み
ん
な
で
感
動
！
さ
あ
～
つ
か

ま
い
！
感
謝
を
込
め
て
、
！
餅
つ
き
を
！

～
を
開
催
し
た
。 

 

当
日
は
師
走
に
も
係
わ
ら
ず
好
天
に

恵
ま
れ
、
地
元
を
は
じ
め
、
都
市
近
郊
か

ら
も
大
勢
が
駆
け
寄
っ
て
き
た
。 

そ
り
ぁ
あ
、
そ
う
だ
ぞ
ん
：
搗
き
立
て
の

餅(

あ
ん
こ
・
黄
粉
・
大
根
お
ろ
し)

や
名

物
鳥
長
の
か
わ
肝
の
焼
肉
や
千
枚
田
の

コ
メ
を
た
ら
ふ
く
食
っ
た
イ
ノ
シ
シ
の

し
し
汁
、
シ
カ
肉
な
ど
協
力
金
箱
に
お
気

持
ち
を
入
れ
る
だ
け
で
食
べ
放
題
だ
し
、

棚
田
っ
娘
自
慢
の
五
平
餅
も
完
売
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
に
毎
年
参
加
い
た
だ
い
て
い

る
「
河
西 

忍 

の
愉
快
な
仲
間
た
ち
」
の

奏
で
る
天
空
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
ま
た
、
ア

ラ
ジ
ン
の
よ
う
な
ド
派
手
な
演
舞
に
は

若
い
衆
や
、
男
衆
の
鼻
の
下
が
搗
き
立
て

の
餅
よ
り
長
く
伸
び
て
い
た
よ
う
な
気

も
し
た
し
、
伸
び
て
い
た
の
は
確
か
だ
。 

追
記 

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
雀
の
涙
ほ
ど
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ブ
ラ
ア
イ
チ 

ブ
ラ
ア
イ
チ
は
、
愛
知
県
内
各
地
の
歴

史
と
地
形
を
紐
解
き
、
「
防
災
」
「
観
光
」

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
ま
ち
歩
き

を
通
し
て
楽
し
く
知
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
愛
知
県
の
取
り
組
み
で
す
。 

 

十
二
月
十
七
日
、
奥
三
河
再
発
見
ツ
ア

ー
と
題
し
、
三
十
九
名
が
参
加
、
四
谷
の

千
枚
田
～
設
楽
町
田
口
地
区(

郡
都
田
口

を
ブ
ラ)

～
設
楽
ダ
ム
工
事
現
場(

着
々
と

進
む
ダ
ム
工
事
現
場
を
特
別
見
学)

～
道

の
駅 

も
っ
く
る
新
城
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
た
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
コ
ー
ス
で
は
参
加
者

の
多
く
が
四
谷
の
千
枚
田
は
、
度
重
な
る

山
崩
れ
に
も
め
げ
ず
に…

が
あ
ま
り
に

も
浸
透(

噂
話)

し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を

憶
え
、
そ
う
じ
ゃ
あ
な
い
ょ…

の
説
明
に

苦
労
し
た
。 

今
後
の
予
定 

・
一
月
二
日
、
十
一
時
か
ら
連
谷
公
民
館 

令
和
二
年
連
谷
地
区
新
年
交
礼
会
及
び

第
六
回
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村(

む

ら)

の
宝
」
選
定
受
賞
報
告
会 

・
一
月
十
一
、
十
二
日
、
名
古
屋
国
際
会

議
場 

未
来
に
つ
な
ぐ
「
国
連
生
物
多
様

性
の
十
年
」
せ
い
か
リ
レ
ー
キ
ッ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト 

あ
い
ち
・
な
ご
や
生
物
多
様

性E
X

P
O

 

ブ
ー
ス
出
展
・
プ
レ
ゼ
ン 

・
一
月
中
旬
、
鳳
来
寺
小
学
校 

学
習
田

の
田
お
越
し
＆
た
ん
ほ
飛
び 

・
一
月
三
十
一
日
、
中
電
ホ
ー
ル
大
会
議

室 

農
業
振
興
技
術
連
盟
地
方
セ
ミ
ナ
ー 

講
演 

「
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
」 

保
存
会 

小
山
舜
二 

    

行 
 

令
和
二
年
一
月
一
日

 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


